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　天てん未いまだに闇くらし。東方とうはう臥龍山ぐわりうざんの巓いたゞき少すこしく白しらみて、旭日きよくじつ一帶いつたいの紅こうを潮てうせり。昧爽まいさう氣き清きよく、神しん澄すみて、街衢がいく縱横じうわうの地平線ちへいせん、皆みな眼眸がんぼうの裡うちにあり。然しかして國主こくしゆが掌中しやうちうの民たみ十萬じふまん、今いまはた何なにをなしつゝあるか。

　これより旬日じゆんじつの前まへまでは、前田まへだ加賀守かがのかみ治脩公ちしうこう、毎朝まいてう缺かゝすことなく旭あさひを禮拜らいはいなし給たまふに、唯たゞ見みる寂寞せきばくたる墓はかの下したに、金城きんじやうの蒼生たみ皆みな眠ねむりて、彌望びばう、極顧きよくこ、活色くわつしよくなく、眼めの下した近ちかき鍛冶屋かぢやにて、鐵槌てつつゐ一打いちだの聲こゑありしのみ。

　然しかるに家業かげふ出精しゆつせいの故ゆゑを以もつて、これよりさき特とくに一個いつここの鍛冶屋かぢやを賞しやうし給たまひしより、昧爽まいさうに於おける市街しがいの現象げんしやう日ひを追おうて趣おもむきを變へんじ、今日けふ此頃このごろに到いたりては、鍛冶屋かぢやの丁々てう〳〵は謂いふも更さらなり、水みづ汲上くみあぐる釣瓶つるべの音おと、機はたを織おる音おと、鐘かねの聲こゑ、神樂かぐらの響ひゞき、騷然さうぜん、雜然ざつぜん、業げふに聲こゑありて默もくするは無なく、職しよくに音おとありて聞きこえざるは無なきに到いたれり。剩あまつさへ野町のまち、野田寺町のだでらまち、地黄煎口ぢくわうぜんぐち、或あるひは鶴來往來つるぎわうらいより、野菜やさいを擔荷になひて百姓ひやくしやうの八百物市やほものいちに赴おもむく者もの、前後疾走ぜんごしつそう相望あひのぞみて、氣競きほひの懸聲かけごゑ勇いさましく、御物見下おものみしたを通とほること、絡繹らくえきとして織おるが如ごとし。

　治脩公ちしうこうこれを御覽ごらんじ、思おもはず莞爾につこと、打笑うちゑみ給たまふ。時ときに炊烟すゐえん數千流すうせんりう。爾時そのとき公こうは左右さいうを顧かへりみ、

「見みよ我わが黽勉びんべんの民たみは他ひとよりも命いのち長ながし。」

明治三十年六月

底本：「鏡花全集　巻二十七」岩波書店

　　　1942（昭和17）年10月20日第1刷発行

　　　1988（昭和63）年11月2日第3刷発行

※表題は底本では、「鐵槌てつつゐの音おと」となっています。

※表題の下にあった年代の注を、最後に移しました。

入力：門田裕志

校正：米田進
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2016年2月2日修正
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